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1. はじめに
で発表された iAラインJ(~Il ) はスカ ート 、

コート、スーツともラインを三角形に広げ、ウ

クリスチャン ・デイオール (1905-1957)は、 エストラインはバストのすぐ下か、ヒ ップの位

デビューの1947年春夏コレクションにおいて、 置と した。それは、まるでアルファベ ットのA

「コロール・ラインJを発表 した。その優しい の字のようであることからその名がついた。そ
肩、ふくらみを持ったJJ旬、 草の茎のように紺|い の後 iAライン」は三角形のスカートやドレス
ウエストで、花のようにひろがったスカートと

いうシルエッ トは、 大ii没後間もないファッショ

ン界に衝撃をもたらした。その後、ディオール

が発表するラインは常に注目され、急死する

1957年までの10年間、シーズンごとに新たなラ

インを発表したことにより、女性のファッショ

ンに大きな影響を与えた。また、その影響は当

時のファッションだけにとどまらず、現在にも

受継がれている と言える。例えば、 1955年春夏

1~ll 1955年発表 iAラインJ111典:参考文献H

を示す、 一般的なファッション用語となってい

る。このように、デイオールといえば「ライン」

に注目が集まり、それについて語られることが

ほとんどである。

前報 11では、 1950年にクリスチャン・デイオ

ールのデザイン画77点(図 2)を資料とし、ク

リスチャン・ディオールの|略歴、文献よりデイ

オールのデザインについてとらえた上で、 資料

の概要、拙かれている衣服、使用されている色

、vt〆vf〈一守a、ト〆j 〉 国

r. 。ピ宥

1~12 資料のクリスチャン・デイオールのデザイン画の一部
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彩について報告した。そこでは、①資料にilliか

れた衣服は全て、ディオールのデビューを創刊、

ニュー・ルックと呼ばれた1947年の「コロー

ル・ライン」のシルエットであり、 1950年のコ

レクションにおいて新たに発表されたシルエッ

トとは異なるということ、②スカート以外の部

分は着色されていないデザイン両が多数あるが、

スカートについては全てが丁宣言に着色されてい

ることから、スカートの模様と色の検討のため

のデザインl闘であろうということ、③デザイン

両の表現技術にばらつきがみられるため、デイ

オール本人が描いたものであると確定するのは

難しいということが明らかとなった。これに引

き続き本稿では、これまであまり語られる機会

が少なかったテキスタイルの模様に着日し、資

料の概要をより明らかにするとともに、デイオ

ールの1950年の創作背景について考察を試みた。

表l デザイン[IIJIから読み取った情報

目的と方法

前報に引き続き 1950年にクリスチャン・デ

ィオールのデザイン画77点を資料とし、テキス

タイルのデザインなど資料から読み取ることが

できる情報を分類・整理する。それをデイオー

ルの著書などの文献の記述と照らし合わせなが

ら当時の創作背景について考察する。

2.テキスタイルの模様に用いられている

モチーフによる分類

資料から読み取ることができる情報を表lに

記した。資料に描かれているスカート又はワン

ピースの模様に注目すると、同じ色遣いやテー

マ、モチーフで何種類か描いて検討したことが

うかがえる。模様のない無地のスカート、ワン

ピースはなかった。また、前報でもふれたが、

デザイン岡の裏面には数字やアルファベットが

鉛筆で書かれている。これらは全てのデザイン

画に記されてはいない。また通し番号ではなか

った。何らかの意味を持っと思われるため、情

報のーっとして併せて表に記した。

表紙

IIE凶
21Ete 
31Ete 
41Ete 
51Ete 
61E凶
71Ete 
81Ete 
!lIEte 
JOIEle 
IIIEte 
121Ete 
131Etぷ
141Ete 
151Ete 
161Ete 
171Ete 
181 Ele-Pla只e
191 Ete-Plage 
201 Ete-Plage 
2l1ElふPlage
221 Ele-Plage 
231 Ete-Plage 
241 Ete-Plage 
251 Ete-Plage 
261 Ete-Plage 
271 Ete-Plage 
281EIιPlage 
291 Ete-Pla"e 
301 Ete-Plage 
31 1 Ete-Plaue 
321 Ete-Plage 
331 Ete-Plal!e 
341 Ete-Pla"e 
351 Ele-Plal!e 
361 Ete-Pla"e 
371E凶 Plage
381 Ete-Plal!e 
391EtふPlage

40Et6PlEaEgE e 
41 1 Ete-PI 
421 Ete-Pla"e 
43 I Automne 
44 I Automne 
451Automne 
46 I Automne 
471Autnmne 
481 Automne 
49 I Automne 
50 I Automne 
51lAutomne 
52 I Automne 
531 Automne 
54 I Automne 
551Automne 
56 I Automne 
571 Automne 
58 
59 
{日

61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77 

18-

テキスタイルの
モチフ

海111~l:物
海'11~I:物
幾何学

軍1似なし
船・セイル、ロプ

幾何学

天体

膏l似なL
類似なし

細線
縦絹

新似なし

幾何学

l叫IIJ
類似なし

幾何学

新似なL
類似なし

リボン

リボン

花・モザイク

iE ・ 11'9~
花・中央

'Jポン
花・中央
花.r!t央
リボン
花 .ljl央
天体

天体
天体

曹i似なし
ピアノ

iE・IJ'央
花・中央

花・モザイク

花・伝統制胤

花伝統柄胤

花伝統制風
jE.伝統制風

花伝統制風
花園伝統制胤

縦編
ピアノ

細線
類似なし

類似なし
縦縞

類似なし

1111線2色
問角

問角
11~IIJ 

類似なし

リボン
リボン

額似なし
リゾト
リゾト

リゾト

リゾート

幾何学
制綜
船セイル、ロプ

船セイル、ロプ

天体

1111総2色
顕似なし

イヒ モザイク

ーiトセイル、ロプ
リボン

海'1'生物
花 .It'央
花・伝統柄風
花・伝統柄風
額似なし

額似なし

デザイン[I_hjの裳1Mに記されている文字
アルファ アルファ 品日~;.-::
ベ yト ベットと政γ: その他

B IIJ!I 
日 106 Ett~ 

日

日 64 
日 98 
B 100 
B 
D FI 63 
日 6 
B F5/253 
D 
B 8 
日 日l
B 45 
日 21 
日 3 
D 日i/512
C 73 
C il 

C 74 
C 91 
C 
C 99 
C 
C 9G 
C 95 
C Bio・97 97 
C 102 
C 34 
C 29 
C F7/253 
C F9 253 
C 
C 
C 
C 
C 
C 
C 
C 
C 
C 
B 161 
B 
日 F12/73 
B F18 263 
B 26 
D 811 (1) 
D 59 
D 
B 52 
B 50 
B 46 
B 
D 
B 115 
日 88 
A 
A 
A 
A 11 
A 15 
A 

:j() 

30 
A 
D 
D 
D 53 
A 84 SPEC1¥IEN 

A 
A J07 
主

A 
A 103 
会1



クリスチャン・デイオールのデザイン両(II ) 

表2モチーフの分類結果と資料数

モチーフ 点数
花・中央 8 

モチーフ

花・伝統制胤 8 花・中央
花・モザイク 3 イヒ・伝統柄j氏
天体 5 花・モザイク
紛・セイル、ロープ 4 天体

リゾート 4 車}・セイル、ロープ
海中生物 3 リゾート
幾何学 5 海'1"生物
四角 4 幾何学

細線 3 J!H1r) 
縦縞 3 網目線

l曲線2色 2 縦車品.

リボン 7 )111線2色

ピアノ 2 リポン
類似なし 16 ピアノ

合計 77 (点) 置l似なし

表 1からモチーフの分類に注Iclし、点数の内

訳を表2に記した。模様は14種類に分類するこ

とができた。草花を用いたものが3種類(計19

点)、海中生物や船など海に関するものが4種

類(計16点)、細い線や四角形などシンメトリ

ー等を用いて配置した幾何学的なものが5種

(計17点)、そしてピアノ(計 2点)、リボン

(計6点)と分類をした。しかし、他と類似性

がみられないものが16点あった。

分類結果を詳細にみると、最も多いモチーフ

は花を中央に配した8点と、花や草を用いた伝

統柄風の8点であった。次いでリボンを様々に

展開したグループが7点、幾何学模様のグルー

プが5点、星・月・太陽を主にmいた天体が5
点と続く。

モチーフによる分類結果を前報 '1で報告した

シーズンを表していると考えられる“Ete"

(夏)、“Ete-Plage"(夏の浜辺)、“Automne"

(秋)、無記入の4群の表紙による分類と照らし

表3 モチーフと表紙の資料数

表紙
Ete Ete.P1age Automne 無記入。 7 。。 6 。 2 。 2 。 1 

3 。 l 。 。 3 

o 。 。 4 

2 。 。
4 。 。 1 。 3 。。 I 

o 2 。。 。 1 。 4 2 l 。 。
6 2 5 3 (点)

に、全てが|吋じ、無記入に属しているものもあ

った。これらの結果から、シーズン特有のモチ

ーフとシーズンを越えて用いられるモチーフが

あることが推測される。

3 .テキスタイルの+莫才議について

それでは、どのような模様が検討されていた

のか、いくつかのモチーフを例に詳細|を述べる。

リゾ一トと分類した4ι，点』
れも海に面した地域を轍?強轡色皆tに、また、ユーモア

をもって描いている。ヨーロッパのリゾート地

として知られているバスク地方のパイヨンヌ、

アンダイエ、モーレオン、サン・ジャン・ド-

リュズの紋章を描いたもの(図 3)、プルター

ニュ地方のプレスト、カンベール、白い帽子が

特徴の民族衣装を着たカップルも拙かれている

(図4)。また、地中海に而したカンヌ、ニース、

マルセイユなどを建造物や特産品を交えて描い

たもの(図 5)、スペインのパレアス諸島もマ

合わせてみると(表3)、必ずしも同じモチー ヨルカ、ミノルカ、イピサ、フォルマンテラと

フが同じ表紙(シーズン)の分類において用い 詳細11に拙かれている(図 6)。捕かれている地

られているのではないことが分かった。例えば、 域や内容から、夏のバカンスなどで着用される

天体をモチーフにした 5点をみると、 Eteが1 ことを想定してデザインされたシリーズではな

点、 EtふPlageが3点、無記入が 1点である。

しかし、リゾートをモチーフにした4点のよう

いかと考えられる。

次に、リボンと分類した7点は、リボンとい
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う同じモチーフを用いながらその表現方法は

様々で、蝶結びにしたリボンを111]線と共に配し

たものや(図 7)、リ ボンのドレープを表現し

たものなどがみられる (ljgI8)。配色は、白 +

黒や白 +黒+ブルーなど落ち着いた色が選択さ

れているため、リボンという装飾的なイメージ

を持つモチーフでありながら、 全体的にすっき

りと したデイオールらしいフェミニンな印象を

与えている。

続いて天体と分類した5点で、あるが、太陽と

波を描いたものからは (図 9)、夏の浜辺をイ

メージさせる。また、星と流れ星や(医110)、

部

/登

場的

9 

太陽、月、 星を配したものがある (図11)。デ

ィオールはメゾン設立以前、マルセル ・ブサッ

クに会いに行く途中、.I!ltI1[のll[l愉の部品の一部

である星型の金属片につまずいた。それを好運

のサインとしてポケッ トに入れ、ブサックにメ

ゾン設立について諾りチャンスを得たことから、

ディオールは星を好運のモチーフと していた。

星型のモチーフはJJi在のDiodこおいても、メゾ

ンの上に星型のオブジェが設置されているなど

(ljgI12)、象徴的に用いられている。

資料を注意深く 観察していると、 筆遣いが感

じられるほとと丁寧に拙かれていることに気がつ

1~1 3 リゾート バスク地方の紋:1;1 1~1 4 リゾート フ'ルターニュ地方 図5 リゾート 地中海

や

医16 リゾート パ レ アス;~~. ).~b 1~1 7 リボン 蝶結び 図8 リボン ドレープ
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|亘19 天体太陽と波

クリスチャン デイオールのデザイン由i(日)

~ 

図10 天体星と流れ[J1

き、また見る者に様々な想像を与える。ディオ

ールは制作に対して自伝の中でこう述べている。

「デザイナーはモチーフによ って仕事をするの

ではなく、寧ろ仕事は詩的表現に近いものであ

る。或る種の郷愁が必要である。J2)このことか
ら、テキスタイルの模様にもデザイナー自身の

思い出や思い入れのある情対を取り入れていた

のではないかと考えられる。また、雑誌 『ヴォ

ーグjは 「デイオールのプリントは、いつもと

ても美・しいので、 着手は提はずれた美人でない

と目立たないでしょう J')と許しているが、そ

れはこのデザイン画に拙かれている模様につい

てもあてはまるのではないだろうか。

4. テキスタイルの模様をデザインする過程に

ついて

テキスタイルの模様をデザイ ンするのは、制

作のどの段階で行われていたのだろうか。デイ

オールが制作過程について述べている一文に、

「私に見せられた布がどんなに変化に富み、又

美しくても、目新しくても、 それが出発点とは

ならない。コレクションの最後にシルエットが

十分決められた時、布の模様とか、色又は材質

によ って直接体にまきつけるのであるが、 これ

は基礎となるシルエットが決ま ってからするの

である。J")とあり 、この点から、ディオールは

|豆111 天体 太陽とJJとLIJ

図12 デイオール表参道応

LIJ典:参考文献肘

まずはシルエットを決定し、 それに合う模様や

色をi犬定していたことが分かる。

そして、資料のデザイン画においてシルエッ

卜は共通しており、また、ワンピースは襟や袖

などの違いにより 9パターンあるものの、スカ

ートについては トップスに襟や袖の形の迫いが

あるが、スカー ト自体は全て同じ形であること

から、シルエットはこのH守点で既に決定してい

たと考えられる。そのため、 この資料のデザイ

ン聞もデイオールの諾っていた通り、シルエッ

トが決定された後に棋株や色を検討するために

柑lかれたデザイン困であろう。
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5.プレタ・ポルテのディオール

パリでは偉大なクチュリエであるディオール

は、ニューヨークでは費沢なプレタ・ポルテの

デザイナーであり、既製服製造業者であった5)。

1948年、ニューヨークにデイオール社を設立し

たデイオールは、 1年に 2問、スタッフを伴っ

のと、シーズンを越えて使われているものがあ

ることも分かった。次に、模様を詳しく調査す

ることにより、当時のデイオールが世の中に提

案したかったファッションの一片をみることが

できた。そして、制作の工程の中で、模様を検

討・決定するのはどの段階で行うかを調査する

ことで資料のデザイン画が持つ役割を確認した。

てニューヨークへ行き、その場でコレクション また、このデザイン画が描かれたのは前報で記

をデッサンした。そして、そのコレクションの した通り、 1950年の前年の冬、つまり 1949年で

作品は、アメリカの高級百貨庖ゃいくつかのフ あると考えられるが、今から約60年前のフアツ

アツション・ブティックで販売された。サイズ ション業界における制作過程を垣間見ることが

はフランス女性より大柄の女性向けに考えられ、 できるのは、このデザイン画の新たな役割とな

フランスと異なる気候に合わせて作られた。そ

れらの服の大部分は、ディオールのアトリエで

作られ、残りが厳選されたアメリカ製であった。

製造に関して、デイオールが選定した布地の使

用と、二者択一をすることになった場合にはデ

ィオールの承認を求めることによって「デイオ

ール」の品質を完全に保ち、服のコピーについ

て厳しいチェック体制を確保したという。また、

ニューヨークではベプラム付きのテーラード・

スーツがベスト・セラーとなり、その破格の売

れ行きは8シーズンも続いたとありへ人気の

高いシルエットは発表したシーズンだけではな

く、何シーズンにも渡って販売されていたとが

わかる。資料のデザイン画も1950年のデザイン

ながらコロール・ラインの典型であることから、

それと同様の類ではないかとも考えられるだろ

つ。

6.まとめ

1950年のクリスチャン・デイオールのデザイ

ン両について、テキスタイルの模様を中心に調

査し制作背景を捉えた。

まず、テキスタイルの模様に用いられている

モチーフによる分類を行い、制作段階において

どのようなモチーフが検討されていたかを明ら

かにした。また、モチーフはシーズン特有のも

っているのではないだろうか。
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